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１．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法固定資産の減価償却方法

定額法によっている。

（２）引当金の計上基準

退職給付引当金・・・・・期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を計上している。

（３）消費税等の会計処理

消費税の会計処理は、税込方式によっている。

２．特定資産の増減額及びその残高

特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

特定資産

退職給付引当資産 6,169,358 924,460 0 7,093,818

周年事業積立預金 10,000,000 0 0 10,000,000

市場監視紛争対策処理基金 20,000,000 0 0 20,000,000

新全国支部会長会議及びフォーラム預金 3,000,000 0 0 3,000,000

39,169,358 924,460 0 40,093,818

３．特定資産の財源等の内訳

特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対応
する額）

特定資産

退職給付引当資産 7,093,818 ― ― (7,093,818)

周年事業積立預金 10,000,000 ― (10,000,000) ―

市場監視紛争対策処理基金 20,000,000 ― (20,000,000) ―

新全国支部会長会議及びフォーラム預金 3,000,000 ― (3,000,000) ―

40,093,818 ― (33,000,000) (7,093,818)

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物附属設備 4,452,486 3,769,238 683,248

什器備品 5,398,316 4,622,285 776,031

ソフトウエア 11,878,000 8,898,008 2,979,992

21,728,802 17,289,531 4,439,271

５．引当金の明細

目的使用 その他

退職給付引当金 6,169,358 924,460 0 0 7,093,818

当期減少額
当期増加額期首残高科目 期末残高

合計

科目

科目

財　務　諸　表 に 対 す る 注 記

科目

合計

合計
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財務諸表に対する注記２，５にそれぞれ記載しているため、内容の記載は省略する。

附　属　明　細　書
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(単位：円）

ICT普及促進事業 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

特定資産運用益 0 0 80,585 0 80,585

特定資産受取利息 0 80,585 80,585

受取入会金 0 0 400,000 0 400,000

受取入会金 0 400,000 400,000

受取会費 0 0 57,441,000 0 57,441,000

受取会費 0 57,441,000 57,441,000

事業収益 5,747,560 5,747,560 0 0 5,747,560

受託事業収益 4,356,000 4,356,000 4,356,000

各種受取手数料 1,391,560 1,391,560 1,391,560

雑収益 0 0 3,634,384 0 3,634,384

受取利息 0 127,456 127,456

雑収益 0 3,506,928 3,506,928

経常収益計 5,747,560 5,747,560 61,555,969 0 67,303,529

（２）経常費用 0

事業費 55,788,386 55,788,386 0 55,788,386

給料手当 18,343,518 18,343,518 18,343,518

退職給付費用 693,345 693,345 693,345

社会保険料 1,782,590 1,782,590 1,782,590

旅費交通費 3,108,440 3,108,440 3,108,440

通信運搬費 2,385,728 2,385,728 2,385,728

減価償却費 2,170,206 2,170,206 2,170,206

消耗什器備品費 503,239 503,239 503,239

消耗品費 1,541,054 1,541,054 1,541,054

修繕費 74,250 74,250 74,250

印刷製本費 40,095 40,095 40,095

光熱水料費 740,666 740,666 740,666

借料 10,193,364 10,193,364 10,193,364

諸謝金 978,138 978,138 978,138

租税公課 166,000 166,000 166,000

関係協力費 2,798,805 2,798,805 2,798,805

会議費 10,084,810 10,084,810 10,084,810

図書費 3,630 3,630 3,630

雑費 180,508 180,508 180,508

管理費 18,388,929 0 18,388,929

給料手当 6,114,506 6,114,506

退職給付費用 231,115 231,115

福利厚生費 88,720 88,720

社会保険料 594,741 594,741

会議費 4,776,098 4,776,098

旅費交通費 613,568 613,568

通信運搬費 684,922 684,922

減価償却費 680,845 680,845

修繕費 24,750 24,750

印刷製本費 13,365 13,365

光熱水料費 130,707 130,707

借料 2,548,332 2,548,332

諸謝金 961,283 961,283

租税公課 20,980 20,980

リース料 153,659 153,659

雑費 751,338 751,338

経常費用計 55,788,386 55,788,386 18,388,929 0 74,177,315

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 50,040,826 △ 50,040,826 43,167,040 0 △ 6,873,786

基本財産評価損益等 0 0

特定資産評価損益等 0 0

投資有価証券評価損益等 0 0

評価損益等計 0 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 50,040,826 △ 50,040,826 43,167,040 0 △ 6,873,786

２．経常外増減の部 0 0

（１）経常外収益 0

経常外収益計 0 0 0 0 0

（２）経常外費用 0

固定資産除却損 1 1

経常外費用計 1 1 0 0 1

当期経常外増減額 △ 1 △ 1 0 0 △ 1

税引前当期一般正味財産増減額 △ 50,040,827 △ 50,040,827 43,167,040 0 △ 6,873,787

法人税、住民税及び事業税 0 70,000 70,000

当期一般正味財産増減額 △ 50,040,827 △ 50,040,827 43,097,040 0 △ 6,943,787

法人会計 合計

正味財産増減計算書内訳表

令和　7年　4月　1日から令和　8年　3月31日まで

科     目
実施事業等会計

内部取引消去
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